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             ベクトル系列の尤度解析
                                    種 村 正 美
 一昨年の年度研究報告会に発表した方位相互作用の尤度推定の方法（統計数理，VoL38，No．1，pp．
123－124参照）をベクトル系列の解析に適用し，特に，アミノ酸配列の解析に応用したことを報告した．
 有界領域γの空間に散布されたM個の点の位置座標X≡（κユ，X。，．．．，舳）が与えられているとし，
各点には方位ベクトル8≡（81，8・，．．．，舳）が付随しているとする（81∈ρ，1811＝1，タ＝1，．．．，N；ρは
角度空間）．いま，点乞とブの位置座標と方位ベクトルに対して相互作用ポテンシャルのθ（ル，灼；8｛，8j）
が働き，与えられたXおよび8がこのポテンシャルの下でのGibbsカノニカル分布に従うと仮定する．
簡単のために，相互作用は「隣接する」点問乞，プにのみ働き，しかもそれらの距離には依存せず，二点
